
混合物と純物質
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第１章　物質の構成
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(1) 2種類以上の物質が混じり合っているもの。

(2) 窒素・酸素・水・塩化ナトリウムなどの1種類の物質だけからできているもの。

(3) 物質の性質の違いを利用して、混合物から目的の物質を分ける操作。

(4) 不純物を取り除き、より純度の高い物質を得る操作。

(5) 液体とそれに溶けない個体を、ろ紙などを用いて分離する操作。

(6) (5)の操作をしてできた水溶液。

(7) 溶液を加熱して発生した蒸気を冷却することにより、目的の物質を得る操作。

(8) 沸点の差を利用して、液体の混合物を適当な温度範囲に区切って蒸留し、留出（蒸留によって得られる物質）を分離する操作。

(9)
不純物を含んだ結晶を適当な液体に溶かし、温度による溶解度の変
化や溶媒を蒸発させる操作などにより、不純物を除いて純粋な結晶
を得ること。

(10) 固体が液体にならずに直接気体になる現象。

(11) 目的の物質をよく溶かす溶媒を使い、溶媒に対する溶解度の差を利用して、混合物から目的の成分を分離するような操作。

(12) ろ紙やシカゲルのような吸着剤に、物質が吸着される強さの違いを利用して、混合物から成分を分離する操作。

(13) ろ紙への吸着のしやすさの違いにより分離する操作。
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